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問題の所在
文化遺産は、モダニティの進行とともにたち現われてきた

概念である。多くの文化遺産は、過去との結びつきにその価
値を置くため、モダニティとは無関係に思えるかもしれない。
しかし、過去との結びつきを価値あるものと認識するために
は、たゆまぬ変化を常態とするモダニティが進行していなけ
ればならないし、文化遺産を客体化しつつ歴史に照らして評
価する科学的精神も必要である。じっさい、文化遺産という
概念が市民権を得ていくうえでは、20世紀のナショナリズム
や多文化主義をふまえた文化行政が大きな原動力となった。
いっぽう、文化遺産には、過去から連綿と持続するものと

いう側面もある。廃墟から発掘された遺物があらためて継承
されようとする場合はもちろん、無形の文化遺産の場合も、
担い手はそれを過去からの慣習に結びついたものとして伝え
ていることが多い。このため文化遺産は、モダニティの契機
によって客体化されてはいるものの、それほど自由に操作し
たり変形したりはできない。担い手たちに結びつく先人たち
の考えやふるまいを尊重しつつ、それを損なわないよう受け
継がれるのが文化遺産といってよいだろう。
そうした、いわば不易と流行のせめぎ合いのただなかにあ

る文化遺産が、どのように受け継がれているのか。本研究を
とおしてメンバーたちが答えようとする問いは、そのように
まとめることができよう。ここでいう文化遺産とは、有形の
ものも無形のものも含み、また、国家や国際機関に認定され
ないものも含む。
モダニティは、文化遺産が再発見されるためのさまざま

な素地を整えた。だが、それと同時に、文化遺産を受け継ぐ

ための素地を解体しようとする面もある。そのことは、文化
遺産の担い手の受け皿であるコミュニティ（担い手コミュニ
ティ）をみればわかる。モダニティの一側面であるグローバ
ル化が進展したことで、あるコミュニティは地理的に離散し、
別のコミュニティは、アイデンティティを強めたため偏狭な
ナショナリズムにつけ込まれやすくなっている。こうした状
況において、文化遺産（あるいは、広く考えて記憶やローカ
リティ）をいかに継承していくかということは、いまや人類
共通の課題といってよい。
この問題を解く鍵は、担い手コミュニティがグローバル化

とどう向きあうかにかかっている。

コミュニティとマテリアリティへの着目
世界遺産や国指定文化財など、一部の文化遺

産は、国家その他の団体から補助金を得ること
で、継承が容易になるかもしれない。しかし、
補助金にもかぎりがあるだろうし、ローカルに
おこなわれていた継承活動の一端を国家などが
担うようになれば、文化遺産のありかた自体が
担い手の意図から外れたものになるおそれがあ
る。文化遺産がもともとはかぎられた人たちに
よって、その慣習に結びついたものとして担わ
れていたと考えるなら、国家などによる援助
は、手放しで歓迎できない場合も多いだろう。
こうした問題設定は、文化行政の内部には生じ
にくいし、それに深く関わる諸分野でもあまり
意識されていない。人類学の分野で文化遺産を
あつかううえでは、まずこのことを念頭に置い
ておきたい（岩本 2013）。
とはいえ、問題は、担い手コミュニティが独

力で文化遺産を受け継げないというところから
始まっている。担い手コミュニティは、継承のありかたを独
自でコントロールしつつも、外部の資金や協力にも頼りなが
ら、継承をはたしていかざるをえないだろう。継承のための
資源としては、上記のような文化行政による支援のほか、文
化遺産の一部商品化や観光誘致、外部の非営利団体との結び
つきなどがあげられよう。本研究でもこのことを念頭に、担
い手コミュニティが外的資源とどのような関わりをもつかに
着目しながら、議論を進めていく予定である。本研究の副題
にある「グローバル・システム」とは、グローバル化によっ
てアクセス可能になったこれら資源を動員する制度をまず
もって想定している。
副題にみえるもうひとつの用語「マテリアリティ」は、グ

ローバル・システムに対するコミュニティの側から発信を考
えるうえで重要だ。①コミュニティの手元にとどめられる有
形遺産だけでなく、②文化遺産に関わって商品化される工芸
品・美術品や、③無形の文化遺産（儀礼や芸能）を物質化し

ザンビアでは、祭りの創造と民族コミュニティの再活性化が進んでいる（1999年、𠮷田憲司撮影）。
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た写真や映像記録など、さまざまなモノがコミュニティ
とグローバル・システムを媒介している。①は直接的な
媒介ではないが、外部からコミュニティにむけて人やモ
ノを集め、人やモノのフローの求心力としてはたらくと
いう意味で、やはりコミュニティと外部を媒介してい
る。担い手コミュニティは、こうしたマテリアルな媒介
をとおして、遺産継承に必要な資金を獲得し、その価値
を外部に知らしめることになる。
モノを媒介として文化遺産の価値を認めるのは、コ

ミュニティ外部の人びとだけではない。コミュニティ内
部の後続世代、すなわち文化遺産の将来的な担い手も、
モノをとおして文化遺産への理解を深める。次世代育成
が文化遺産継承において重要であるのと同様に、それを
媒介するモノも本研究の重要なテーマである。本研究は
とくに、「博物館をもつ研究所」である国立民族学博物
館でおこなわれるわけだから、モノに着目すれば、研究
活動自体が文化遺産継承活動に転化する可能性がある。マテ
リアルな研究資料の共有を図る博物館は、文化遺産の継承に
いかに関わっていけるのか。すなわち、博物館の潜在的役割
はなにか。それを明らかにすることも、本研究の大きな目的
である。

コミュニティが先か、文化遺産が先か
このような目的を掲げる本研究は、文化遺産を継承するた

めのノウハウについての研究にみえるかもしれない。たしか
に、本研究にはそうした実践的側面があるし、具体的なノウ
ハウが得られる可能性もあるが、それがすべてではない。な
ぜなら本研究があつかう事例は、担い手コミュニティの範囲
や文化遺産の内容が自明なケースばかりでなく、まずそれを
確定するところから始めなければならないことも多いからで
ある。たとえば、コミュニティという受け皿が文化遺産を支
えるのではなく、逆に現代では、文化遺産を核としてコミュ
ニティがたち現れる場合も多いのではなかろうか。
文化遺産を継承する担い手がいてはじめて、継承すべき文

化遺産も生まれてくるという考えかたは、ある意味では自然
である。しかし、コミュニティのありかたがかならずしも自
明でない現代では、逆に文化遺産やそれにまつわる記憶が先
にあり、それを継承しようとする人たちがコミュニティとし
て集まることも考えられる。そのように「たち現れるコミュ
ニティ」についての考察は、コミュニティをめぐる近年の文

化人類学的議論（たとえば平井 2012）に接合しうるのみなら
ず、あたらしいタイプのコミュニティと記憶との関わりとい
う未開拓領域をも議論の射程に収めることができる。
たとえば、東日本大震災で散り散りになってしまった村落

では、しばしば、これまでにおこなってきた祭りや芸能をも
とのかたちでとりおこなえなくなっている。そうしたなか、
祭りや芸能の担い手の有志が集まり、避難先など地理的外部
の支援も受けながら、場合によっては地理的外部で祭りや芸
能を演じるなど、これまでとは異なる上演をつうじて継承が
はたされるようになっている（日髙 2012）。こうした継承に
おいては、オリジナルな担い手コミュニティに多くの支援者
が参与し、あらたなコミュニティをつくりはじめたと言うこ
とができる。このような「たち現れるコミュニティ」には、
既存の地縁・血縁集団が文化遺産によって内部の関係性を再
定義する例を一方の極とし、まったく見知らぬ者たちどうし
で文化遺産継承が始まる例を他方の極として、さまざまなバ
リエーションが考えられよう。

2013年 5月 27日と 28日に開く国際シンポジウム「文化
遺産はコミュニティをかたどるか？　アフリカの事例から」
は、こうした記憶や文化遺産の「積極的な継承」によって、
グローバル化の圧力のもとでコミュニティが活性化／再活性
化される事例を討議する。この文章が刊行される頃には、そ
の成果もはっきりしているはずだが、シンポジウムを半月後
に控えた現時点では、それを書くことができない。来年度に
は報告したいと思っている。
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